
1 

 

「１日にコップ３杯以上の牛乳を飲むことは骨折予防にならず、死亡率が高くなる可能性がある」 

というスウェーデンの「男女における牛乳の摂取と死亡率・骨折リスク コホート研究」について 
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1. 本研究の内容 

スウェーデン人を対象とした研究（男女に食事調査をして平均最大 20年フォローしたスウェーデン

の二つの大規模コホートの解析で、牛乳を飲んだ量と骨折や死亡との関連を調べたもの）が英医学誌ブ

リティッシュ・メディカル・ジャーナル（British Medical Journal、BMJ）に 10月 29日に発表された。 

発表された研究の結果は、次のような概要である。 

女性では、1日 200g 以下のミルクを飲むヒトに比べて 1日 200gのミルクを多く飲むこととフォロー

アップ期間に死亡するリスクの増加が関連していた。リスクの増加は 1-2杯で 21%、3杯以上で 93%だ

った。また女性では 1日 1杯以上のミルクを飲むことと骨折リスクの増加が関連していた。男性では骨

折でも死亡でもそのような明確な関連はなかった。 

なお、研究では、チーズやヨーグルトなどの発酵乳製品の摂取量が、特に女性の間での死亡率と骨折

頻度の低下と関連することも指摘し、その論理的根拠として、発酵乳製品と違い、牛乳には糖類の一種

「D-ガラクトース」が多く含まれていることを示唆している。 

 

2. 本研究に対する世論の反応 

本研究の結果は、日本でも主要なネットニュースで報道され、衝撃的に受け止められている。 

また、これまで牛乳の栄養健康機能については、国際的にも、長期にわたり膨大な研究が行なわれ、

多様なエビデンスが発表されてきたが、本研究の結果が、これらの結果を覆す内容であることから、国

内外で、本研究の正当性や結論の出し方への疑問も投げかけられており、研究者の間では、その評価を

めぐって議論が行なわれているところである。 

 

3. Jミルクとしてのコメント 

こうした状況を踏まえ、Ｊミルクにおいては、本研究に対して専門研究者（牛乳乳製品健康科学会議・

乳の学術連合の会員研究者）からのコメントを収集するとともに、国際酪農連盟等が集約した各国の研

究者によるコメントなどを参考に、本研究に対する評価を行い、以下のとおり整理した。 

なお、国際酪農連盟などでも、継続して、本研究に関する専門的な評価を行っているところであり、

早い時期に、正式な見解が発表される見通しである。したがって、本見解は、中間的なものである。 

 

（１） 本研究のような観察研究（健康･疾病に関するデータを何の介入もしないで行う研究）は、無

数の制約条件に影響されており、正確な因果関係を示すことができないという性格を持っていることか

ら、その結論についての取り扱いは、慎重でなければならない。 

 

（２） また、本研究は、スウェーデンを中心とする近隣諸国の人々を対象としたものであり、ライフ

スタイルや生活環境が異なるほかの地域には当てはまらない可能性がある。 

例えば、牛乳の摂取量が日本人の平均摂取量よりも多く、カルシウム摂取量においては、かなりの開
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きがある。本論文の調査対象である女性のカルシウム摂取量は 700mg/日以上であるが、日本の場合は

20 歳以上の日本人女性 431mg/日（厚生労働省 平成 24 年国民･健康栄養調査）となっている。 

また、スウェーデンの牛乳には、ビタミン A が添加されている。（ビタミン A の摂取量が骨折リスク

と関連することが知られている。） 

 

（３） 牛乳については、これまで集積された科学的証拠（エビデンス）や多数の論文が、本研究の研

究成果と相反する結果を示しているという事実を念頭に置くことが重要である。 

 【参考として示された主要な研究】 

① 「牛乳を飲む男女と死亡率は低い相関」(日本のコホート研究, J. Epidemiol 2015.) 

② 「660ml/日まで牛乳を飲んでも死亡とは関連づけられない」(ワーゲニンゲン大, Am J 

Clin Nutr 2011.)。 

③ 「乳児、青年期において牛乳、乳製品の消費と骨の健康が正の相関」 (J Am Coll Nutr 

2009.)。 

④ 「牛乳、乳製品の前向きコホート研究のメタ解析において、成人女性の股関節骨折リスク

と牛乳摂取量とに相関が見られなかった。」(J Bone Miner Res. 2011. ) 

特に、本年 10 月 18 日の日本で発表された同様のコホート研究（上記①）では、男性では、少なく

とも 1-2 回/月の頻度で牛乳を摂取する場合、女性では、3-4 回/週の頻度で牛乳を摂取する場合におい

て、全く摂取しない場合と比較して、何れも死亡率の低下と関連するという結果が発表されており、こ

れが注目されている。 

 

（４） 本研究では、牛乳では骨折リスクと死亡率が増加し、醗酵乳製品では逆に低下するという結果

の論理的根拠として、「Ｄ－ガラクトースがヒトの健康に良くないという」仮説を立てているが、これ

は、「実験動物（マウス、ラット、ショウジョウバエ）にＤ－ガラクトースを投与することで、酸化ス

トレスや慢性的な炎症が引き起こり、寿命の短縮を含む早熟老化をおこす実験モデル」を根拠としてお

り、ヒトにまで一般化できるかどうかは不明である。 

また、乳糖/ガラクストースの含量は、牛乳と醗酵乳製品で大きく変わらないこと、発酵乳製品は平

均的な牛乳よりもビタミンＫ（ビタミンＫは、骨と心血管系の健康との関係が知られている。）が多く

含まれていることも考慮する必要がある。 

 

以上のことから、本研究の論文を根拠に、結論を導くべきでなく、また食事のあり方（牛乳の摂取の

あり方）を変更すべきではない。 

また、このような研究の報道に当たっては、研究の手法や結果に対する他の研究者の評価、同様のテ

ーマで行なわれた他の研究との比較などに配慮することが、特に重要である。 

 

（以上） 
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